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	1 体制の整備
	(1) CT単独撮影は、医師、歯科医師又は放射線技師は、RALSの操作やRALS室の構造について、十分に熟知した者が従事する。
	(2) 放射線防護に関する専門知識を有する医師、歯科医師又は放射線技師の中から、CT単独撮影に関する管理責任者を選任する。併せて管理体制の組織図を作成する。
	(3) 地震や火事などの災害や停電時に迅速に対応できるよう、定期的な訓練や研修を行う。
	(4) 患者急変時の連絡体制を整備する。
	(5) 患者の入退室の記録は、施設の防護規程や予防規程に則って適切に管理する。

	2 始業時
	(1) RALS及び併設のX線透視装置の電源が投入されていないことを確認する。電源投入や線源送り出しに機械式の鍵が必要な場合は、施錠する。
	(2) 放射線診療従事者の適切な位置に個人被ばく線量計を装着する。
	(3) 永久挿入用密封線源を含めたRALS室で使用する線源が、貯蔵箱・貯蔵容器に収納されていることを確認する。
	(4) 貯蔵箱・貯蔵容器はあらかじめ届出をした位置に設置する。
	(5) 入退室の経路に十分なスペースを確保する。
	(6) エリアモニタが正常に動作し、無停電電源に接続されていることを確認する。
	(7) RALS室の遮蔽扉の開閉が正常に動作することを確認する。
	(8) RALS室CTの始業点検を行う。

	3 患者入室前
	(1) エリアモニタ等の放射線測定器で、RALS室内の放射線の空間線量がバックグラウンドレベル（線源保管状態レベル）であることを確認する。
	(2) 患者の容体を確認し、全身状態が悪いなどの場合はRALS室でのCTが必要か検討する。
	(3) RALSを目視で確認し、異常が無いことを確認する。
	(4) RALS等の線源の貯蔵施設から患者撮影位置まで十分な距離が確保できない場合またはCT単独撮影に時間を要する場合などでは、必要に応じて、患者寝台とRALSの間に防護衝立等の遮蔽体を設置する。

	4 患者撮影時
	(1) 他の者の入室を避けるため、RALS室は閉扉して撮影する。
	(2) 監視用モニタで常に患者容態を確認し、異変が感じられた際は撮影を中断する。

	5 患者退出時
	(1) エリアモニタ等の放射線測定器で、RALS室内の放射線の空間線量がバックグラウンドレベル（線源保管状態レベル）であることを確認する。

	6 終業時
	(1) RALSの電源が投入されていないことを確認する。
	(2) RALS室CTの終業点検を行い、装置の電源を切る。
	(3) 室内に人がいないことを確認し、RALS室および操作室を施錠し、鍵は所定の場所に保管する。
	(4) 施設の防護規程や予防規程に則り、記録帳簿に必要事項を記載したことを確認する。


